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物理探査学会の紹介 

• 物理探鉱技術協会として1948年（昭和23
年）5月に創立 

• 目的：物理学的・化学的地下探査に関する学
問および技術の進歩・発展・普及と会員相互
の親睦・連絡を図る 

• 最近は従来にも増して防災，社会インフラ維
持整備等の公益に資する活動を強化 

http://www.segj.org/outline/history.html 



• 物理探査:非破壊的かつ、二次元または三次元
で地下の情報を得る（地盤の状態や物質が変化
するところを捉える） 

• 路面下の空洞探査には地中レーダによる陥没
事故の未然防止に役立てられている 

• 河川堤防に関しては統合物理探査により長大な
堤防を非破壊で探査可能 

• これらのデータを電子化して保存し、データベー
ス化することにより地盤の変状の経年変化など
を捉える⇒データの電子納品化が必要 

は地盤を非破壊的に調べることができるだけでなく、地下の情報を二次元ま
たは三次元で得ることができる特長を持つ。ボーリングなどとは異なり、地盤
の状態や物質が変化するところを捉えることが可能である。道路直下の地盤
の空洞やゆるみなどの変状を捉えることができる地中レーダなどの技術も物
理探査の一種である。地表面の陥没を引き起こす空洞など地盤の変状は、経
年変化が問題となることが多く、空洞探査のための地中レーダなどは繰り返し
探査を実施することにより、陥没事故を未然に防ぐことに貢献している。 

当学会では、地盤・地下水等の調査技術である土木物理探査の標準化を推
進するために「物理探査適用の手引き」を出版し、民間の技術レベル向上に努
めてきた。また河川堤防における牽引式の物理探査手法を組わせることによ
り（統合物理探査）、長大な堤防の堤体や基礎地盤を非破壊で探査し、土質区
分や浸透に対する危険性などの評価を行う手法を、土木研究所と共同で「河
川堤防の統合物理探査-安全評価への適用の手引き-」を出版し技術の普及に
努めている。これらの技術は2011年東北地方太平洋沖地震の前後で、統合物

理探査を実施することにより、目に見えない部分の堤防または基礎地盤の変
状を検出するなど、震災後の河川堤防の復旧および安全性の評価に貢献して
いる。 

近年は、このようなデータを電子化して保存し、データベース化するなどして、
地盤の変状の経年変化などをより適切に行うことが可能となる。しかしながら、
電子データのデータベース化には、各企業の取得する電子データがばらばら
で統一が取れていないことが課題である。当学会ではこのようなデータの電子
化・データベースとしての利活用の必要性を想定し、物理探査データの書式の
標準化に取り組んできた。今後は、日本建設情報総合センターおよび全国地
質調査業境界連合会との連携の元に、成果品の電子納品化を推し進め、物
理探査データの有効な活用に貢献したいと考えている。 

【地下工事の安全技術の確立について】 

１．官民が所有する地盤・地下水等に関する情報の共有化について、現在どのよ
うに取り組まれていますか。または、今後の必要性について、どのように考え
られていますか。 



国土地盤情報検索サイト 



http://www.kunijiban.pwri.go.jp/jp/geophysics/format/ 



電子納品を支援するためのプログラム開発 



河川堤防における統合物理探査 

表面波探査の原理 

牽引式電気探査の実施状況 

手引書の作成（土木研究所と共同） 



学会内部資料 



• 物理探査データの品質確保や、作業性の問題、
探査コストなどが挙げられる 

• 品質確保については標準化・基準化 

• 牽引式探査方式による効率化（河川堤防）や、
それによる探査コストの低減 

• 探査装置の改良や解析アルゴリズムやソフト
ウェアの改良 

• これらの必要性に応えられるような研究開発を
進めて地盤リスクアセスメント評価につなげ
たい 

２．計画・設計・施工の各段階における地盤リスクアセスメント評価の実施について、
現在どのように取り組まれていますか。または、今後の必要性について、どのように
考えられていますか。 



• 地下埋設物については、地中レーダ（深さ2m程度ま
で） 

• 車両牽引型で時速数十キロメートルの速度でデータ
を取得できるシステム 

• 複数のアンテナを組み合わせて三次元的なデータも
取得できる 

• GNSSと組み合わせて精度を向上させたシステムや、
路面の不陸や亀裂などを撮影するシステムと連動さ
せて、地表面と地下の情報を同時に把握することも可
能 

• 今後、地下埋設物の老朽化などに伴って発生する地
盤の変状などを把握する上で、このような探査手法・
探査システムの必要性はますます向上するものと考
えられる。 
 

【ライフライン等の埋設工事における安全対策】 

３．自ら管理している、又は他者が管理しているライフライン等に関する、地下埋設物の正
確な位置の把握と共有について、現在どのように取り組まれていますか。または、今
後の必要性について、どのように考えられていますか。 



路面下空洞探査車の例 



•コンクリートなどの構造物の老朽化→弾性波探査（重
力式コンクリートダムなど）や超音波探査（コンクリート
の構造物表面付近の亀裂の深さなど） 

•二次元情報が得られるという意味では、コアを採取
する試験より効率が良い 

•しかし、事例が少なく、まだ完成した技術とは言い難
い 

•今後、構造物の老朽化に伴う、亀裂や破損などの変
状を非破壊かつ二次元情報として得ることができれば、
老朽化対策の実施者との連携も可能となり、老朽化
対策の効率化も図れる 

•今後このような必要性は増大することが見込まれ、
当学会としても今後取り組むべき課題の一つであると
考える。 

 

【地下空間における適切な維持管理への誘導・連携】 

４．ライフライン、地下街等の管理者における、老朽化に伴う亀裂・破損状況等の
把握と対策の実施、関係者間の連携について、現在どのように取り組まれていま
すか。または、今後の必要性について、どのように考えられていますか。 



•液状化対策→表面波探査【地盤のN値と相関性が高い弾性波の
S波速度の断面を得る】 
•電気探査【比抵抗の値から、地下水位や地盤の透水性を推定】 
• S波速度と比抵抗の値の両方を用いる→液状化の可能性のある
地盤の深さ方向、あるいは平面的な広がりなどが推定可能 
•さらに物理モデルを用いて土質の推定を高精度で行う 

•地盤の弾性波速度や比抵抗の変化によって、構造物を設計する
ための原地盤の物理的・力学的性質の推定や、施工中・施工後の
地下構造物の安定性に関わる‘ゆるみ領域’の分布およびその物
理的・力学的性質の把握 

•宇宙線や人工衛星データを用いた地中の物質探査、地下構造
物の安定性評価などの研究開発を推進 

•今後は、地盤情報を二次元さらに三次元で把握できる複数や統
合した物理探査を用いた土質推定や液状化範囲の推定などが必
要であり、当学会としてもそのような方向性で研究を進める 

【地下空間に関わる諸課題への対応】 

５．地下工事の安全対策、液状化対策等の地下空間の安全に係る技術開発に関して
、現在どのように取り組まれていますか。または、今後の必要性について、どの
ように考えられていますか。 



http://www.nilim.go.jp/lab/fag/data/seminar160301/160301_sasaki.pdf 

物理モデルによる河川堤防土質推定例 



まとめ 

• 地盤・地下水等に関する情報の共有化→電子納品・
データベース化 

• 地盤リスクアセスメント評価→課題として標準
化・効率化・コスト低減 

• 地下埋設物の正確な位置の把握と共有→車両牽
引・GNSSとの連携 

• 老朽化に伴う亀裂・破損状況等の把握と対策の実
施、関係者間の連携→効率が良いのでこれを生か
す 

• 地下工事の安全対策、液状化対策等の地下空間の
安全に係る技術開発→物理モデルや複数・統合探
査 


